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市民を「元気にし隊」

Expect.
Results

医療費削減、10万人市民
のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱによる栄養指導葉酸、運動、朝食、栄養

QALY改善

図１．平成21～23年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」
成果報告書（先進的な栄養学による坂戸市民の健康づくり）

年約10億円節約/10万市民

第28回日本医学会総会講演 http://ex2011.netの健康情報ｻｲﾄに公表
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①対象：栄養素・食品成分 遺伝子多型・栄養評価

②指導：推奨量の画一指導 遺伝子多型対応教育

③二次予防：発症後に投薬 一次予防：ＱＡＬＹ重視

④遺伝子解析の技術的制約 迅速・安価・簡易装置

⑤時間の指定：摂取基準無し 時間栄養学を重視

⑥費用：無効者にも投薬 有効性安全性を予測

⑦精神活動の栄養学の欠如 脳科学の栄養学探求

目的:坂戸市民の先進的な栄養学による指導で、生活習
慣病、要介護状態を一次予防し医療介護費を削減する。

図４．伝統的栄養学 先進的栄養学
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「先進的な栄養学
による坂戸市民
の健康づくり」

ﾊｲﾘｽｸｱﾌﾟﾛｰﾁ

ﾎﾟﾋﾟｭﾚｰｼｮﾝｱﾌﾟﾛｰﾁ

地域に根ざした研究

「坂戸市民の健康づくりに
関する連携協力協定書」

坂戸市健康づくり政策室

坂戸市小・中学校

民間ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ諸団体

「元気にし隊」など

図５. 私大戦略的研究基盤形成計画概要：目的と組織

目標
坂戸市民の健康増進

少子高齢化対策指針
医療介護費削減

A班：分子ﾚﾍﾞﾙ
先進的栄養学の開発

簡易安価迅速遺伝子解析機
食品開発：ｻﾌﾟﾘ米等

B班：個体ﾚﾍﾞﾙ
栄養ｸﾘﾆｯｸ、病態栄養
ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸ棟：出納実験
30余年の介入追跡

C班：集団ﾚﾍﾞﾙ
坂戸市食育ﾌﾟﾛｸｼﾞｪｸﾄ
さかど葉酸ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

個人ｰ集団介入法改善
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図１１．さかど葉酸ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの成功は産学官協力の結果
年間投入研究費2,500万円、医療介護費削減10億円
費用対効果比＝40倍。国家規模の葉酸強化費1円/人/年

１． ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの有効な組織化：寺子屋方式の多数の学習機会

官と学：“元気にし隊”の地域健康増進の内閣府表彰（2010年春の表彰）. 

２．迅速・安価な遺伝子多型分析器の発明と実用化とｴﾋﾟｼﾞｪﾈﾃｨｯｸｽ．

学と産：Kagawa et al. J. Biosci. Bioeng. 111, 505-508,2010

３．栄養ｸﾘﾆｯｸ： 栄養調査と栄養指導に当たる経験ある管理栄養士集団

学： 「葉酸の病態栄養」,日本病態栄養学会誌,12(4), pp.311-335, 2009.

４．協力的な地域自治体と伊理市長：市内３大学と市の協定

官と学：坂戸市健康政策課と女子栄養大学の指導連携

５．葉酸強化食品の開発：さかど葉酸ﾌﾞﾚｯﾄﾞや葉酸米の開発 地域販売収益

産と学： ﾊｳｽｳｴﾙﾈｽﾌｰｽﾞ株式会社と葉酸米の無作為化対照試験

これらの協力体制は他の自治体・大学・企業でも実行可能である。
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図14.遺伝子多型迅速簡易分析装置の論文が世界の上位10位


